
関

連

事

項

①

規
則
小
改
正

明
治
四
十
三
年
三
月
九
日
、
東
京
美
術
学
校
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
た
。
改

正
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
第
八
章
図
画
師
範
科
規
程
の
第
五
十
五
条
に
「
但
シ
私
費
生
卜
為
ス
コ

ト
ア
ル
ヘ
シ
」
の
語
句
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

二
、
同
章
第
五
十
八
條
＼
六
十
條
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
、
図
画
師
範
科

卒
業
生
も
研
究
科
在
学
が
認
め
ら
れ
た
。

第
五
十
八
條
第
五
十
―
―
一
條
二
依
リ
テ
退
學
ヲ
命
ッ
タ
ル
モ
ノ
、
外
在
學

中
半
途
ニ
シ
テ
退
學
ス
ル
者
又
ハ
除
名
若
ク
ハ
退
學
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル

モ
ノ
ハ
既
二
支
給
七
ラ
レ
タ
ル
學
資
及
授
業
費
ヲ
償
還
ス
ヘ
シ

但
ッ
疾
病
傷
洟
叉
ハ
酌
量
ス
ヘ
キ
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
償
還
ス
ヘ
キ
學

資
及
授
業
費
ノ
一
部
叉
ハ
全
部
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
五
十
九
條
圏
霊
師
範
科
卒
業
生
ニ
シ
テ
研
究
科
二
入
學
セ
ン
ト
ス
ル

モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
時
宜
二
依
リ
ニ
學
年
以
内
ヲ
限
リ
入
學
ヲ
許
可
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ヘ
ッ

第
六
十
條
第
三
章
第
四
章
第
七
章
第
九
章
第
十
二
章
ノ
規
程
ニ
シ
テ
本

規
程
井
二
圏
霊
師
範
科
生
徒
二
闊
ス
ル
諸
規
程
卜
抵
燭
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ

圏
聾
師
範
科
生
徒
二
之
ヲ
準
用
ス

三
、
第
十
二
章
授
業
料
及
其
他
の
費
用
に
関
す
る
規
程
の
第
九
十
條
、
九
十

一
條
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

に
し
て
此
恩
命
に
浴
せ
し
は
、
氏
を
以
て
喘
矢
と
な
す
。

美
術
學
校
長
又
ハ
地
方
長
官
ヲ
紐
テ
義
務
ノ
猶
豫
又
ハ
免
除
ヲ
文
郡
大
臣

図
画
師
範
科
卒
業
者
服
務
規
則
改
正

明
治
四
十
三
年
三
月
十
日
、
文
部
省
令
第
二
号
に
よ
り
次
の
よ
う
に
改
正
が

な
さ
れ
た
。

東
京
美
術
學
校
岡
盟
師
範
科
卒
業
者
服
務
規
則

第
一
條
東
京
美
術
學
校
圏
盟
師
範
科
卒
業
者
ハ
卒
業
證
書
受
得
ノ
日
ョ
リ

左
ノ
期
間
引
緻
キ
赦
育
二
開
ス
ル
職
務
二
従
事
ス
ル
義
務
ヲ
有
ス

一
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ヶ
ク
ル
者
ハ
五
箇
年

二
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ヶ
サ
ル
者
ハ
ニ
箇
年

第

二

條

東

京

美
術
學
校
園
聾
師
範
科
卒
業
者
ハ
卒
業
證
書
受
得
ノ
日
ョ
リ

左
ノ
期
間
文
部
大
臣
ノ
指
定
二
従
ヒ
奉
職
ス
ル
義
務
ヲ
有
ス

一
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ヶ
ク
ル
者
ハ
ニ
箇
年

二
學
資
ノ
支
給
ヲ
受
ケ
サ
ル
者
ハ
一
箇
年

第
三
條
東
京
美
術
學
校
圏
粛
師
範
科
卒
業
者
ニ
シ
テ
特
別
ノ
事
情
二
依
リ

第
一
條
ノ
義
務
ヲ
履
行
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
ハ
其
ノ
理
由
ヲ
具
シ
東
京

②
 第

九
十
條
授
業
料
ハ
一
學
年
金
訳
拾
圃
卜
定
ム

研
究
生
、
闘
盟
師
範
科
生
徒
及
宜
業
學
校
赦
員
養
成
規
程
二
依
レ
ル
學

資
補
給
生
ョ
リ
ハ
授
業
料
ヲ
徴
牧
セ
ス

第
九
十
一
條
授
業
料
ハ
毎
年
九
月
ハ
金
八
圃
ヲ
一
月
四
月
ハ
金
六
圃
ヲ

各
其
月
ノ
十
五
日
ョ
リ
五
日
間
二
本
校
牧
入
官
吏
二
納
付
ス
ヘ
シ

但
シ
一
旦
納
付
ッ
タ
ル
授
業
料
ハ
如
何
ナ
ル
事
故
ア
ル
モ
返
付
セ
ス

（以
上
引
用
は

『東
京
美
術
学
校

一

覧

闘

讐

髯

』）
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③

図
画
師
範
科
規
程
小
改
正

ヘ
シ

附

一
出
願
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
醒
虹
麟
四
髯
』）

前
項
二
依
リ
出
願
ッ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
東
京
美
術
學
校
長
又
ハ
地
方
長

官
ハ
事
宜
ヲ
審
査
シ
意
見
ヲ
具
シ
テ
願
書
ヲ
進
逹
ス
ヘ
シ

第
四
條
東
京
美
術
學
校
圏
霊
師
範
科
卒
業
者
ニ
ジ
テ
左
ノ
各
披
ノ
―
二
該

嘗
ス
ル
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
文
郡
大
臣
ノ
指
揮
二
依
リ
學
資
ノ
支
給
ヲ
受

ケ
タ
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
其
ノ
在
學
中
二
於
ケ
ル
授
業
費
及
學
資
、
學
資
ノ

支
給
ヲ
受
ケ
サ
ル
者
二
在
リ
テ
ハ
授
業
費
ヲ
償
還
七
シ
ム
但
シ
情
状
ニ

依
リ
其
ノ
全
郡
又
ハ
一
部
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
ッ

一
第
一
條
ノ
義
務
ヲ
履
行
セ
サ
ル
者

二
服
務
年
限
中
懲
戒
免
職
叉
ハ
免
許
朕
槻
奪
ノ
慮
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
者

前
項
授
業
費
ノ
金
額
ハ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ヶ
學
校
長
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ

第
五
條
東
京
美
術
學
校
岡
聾
師
範
科
卒
業
者
ニ
ン
テ
服
務
年
限
中
研
究
科

等
二
入
學
七
ム
ト
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
時
宜
二
依
リ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル

第
六
條
東
京
美
術
學
校
闘
聾
師
範
科
卒
業
者
ニ
シ
テ
第
三
條
二
依
リ
其
義

務
ヲ
猶
豫
七
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
前
條
二
依
リ
妍
究
科
等
二
入
學
シ
タ
ル

ト
キ
ハ
其
ノ
猶
豫
又
ハ
在
學
ノ
期
間
ハ
服
務
年
敷
二
算
入
セ
ス

則

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
施
行
ス

本
令
施
行
以
前
二
入
學
シ
タ
ル
者
ノ
服
務
年
限
二
開
シ
テ
ハ
俯
従
前
ノ
例
ニ

依
ル

明
治
四
十
三
年
十
一
月
一
日
、
文
部
省
令
第
二
十
七
号
に
よ
り
図
画
師
範
科

履
習
科
目
の
「
倫
理
」
は
「
修
身
」
と
改
称
さ
れ
た
。

狩
野
芳
崖
遺
墨
展
覧
会

明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
三
日
、
故
狩
野
芳
崖
の
二
十
三
回
忌
に
あ
た
り
岡

倉
秋
水
、
本
多
天
城
を
は
じ
め
と
す
る
門
人
は
追
弔
祭
を
催
し
、
こ
れ
と
あ
わ

せ
て
本
校
で
芳
崖
遺
墨
展
が
開
か
れ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第

九
巻
第
二
号
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
芳
崖
翁
遺
墨
展
覧
會
故
狩
野
芳
崖
翁
遺
墨
展
覧
會
は
、
十
月
廿
日
よ
り

十
一
月
十
五
日
迄
東
京
美
術
學
校
會
議
室

〔も
と
の
倶
楽
部
〕
に
於
て
開
催

さ
れ
、
會
場
中
央
の
一
室
に
は
祭
壇
を
設
け
、
故
人
の
肖
像
を
飾
り
香
華
を

供
へ
た
り
。
陳
列
品
は
同
校
並
に
各
名
家
が
秘
蔵
せ
る
故
人
の
作
品
多
敷
に

て
執
れ
も
雄
勁
濶
逹
な
る
趣
致
を
示
し
、
坐
ろ
に
我
か
明
治
美
術
壇
の
先
人

を
追
懐
せ
し
め
た
り
。
そ
の
出
品
の
重
な
る
も
の
は
、
概
ね
嶋
津
公
爵
家
の

秘
蔵
に
係
り
、
故
人
の
絶
筆
な
り
と
い
ふ
「
巌
に
雉
子
」
其
中
に
も
優
れ
之

と
相
並
び
て
「
楢
に
屈
」
亦
以
て
双
璧
と
す
べ
く
、

「
月
見
布
袋
」
「
山
水

圏
」
「
山
中
人
物
」
並
び
に
「
犬
追
物
」
の
二
幅
到
な
ど
頗
る
嘆
賞
す
べ
き

作
品
に
し
て
、
又
東
京
美
術
學
校
の
出
品
と
し
て
は
、
例
の
有
名
な
る
「
慈

〔
マ
マ

〕

母
観
昔
」
を
首
に
、
「
逹
磨
」
「
月
夜
山
水
」
等
あ
り
。
又
岡
倉
登
三
氏
」

の
所
蔵
せ
る
「
雪
の
山
水
」
並
び
に
「
櫻
の
下
籍
」
は
故
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
が
故
人

の
非
凡
な
る
技
術
を
見
出
せ
し
も
の

4
よ
し
に
て
、
亦
珍
重
す
べ
き
も
の
と

〔
ボ
〕

す
。
此
他
米
図
ポ
ス
ト
ン
捕
物
館
に
所
蔵
せ
ら
る
る
遣
墨
凡
九
貼
を
も
窯
員

に
撮
影
し
て
出
品
し
た
る
が
、
此
盟
は
初
め
て
見
し
人
多
か
り
し
な
ら
ん
。

④
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